
松陽こども園の園庭「わんぱくやま」からは、毎日元気いっぱいの声

が聞こえてきます。天気の良い日はたくさんのクラスの子どもたちが

戸外に出て体を動かして遊んだり、砂遊びをしたり、様々な生き物や自

然物に触れたりしながら楽しんでいる様子があります。 

松陽こども園の教育・保育方針の一つに「自然」があります。園児た

ちに本物の自然に出来るだけ触れさせ、深い感動と豊かな感性を育み

ます。また、園児一人ひとりの個性も「自然」として捉え、自分らしく

主体的・意欲的に活動できるよう支えます。 

 

令和８年度、松陽こども園の教育保育目標：３つの「あ」 

♡やさしいこころ：人とのかかわり・・○ありがとう 

●５月「松陽中学生とのかかわり：ありがとう」 

   「お兄ちゃん、お姉ちゃんは人気者です。」 

 5/19～２１の３日間、松陽中学２年生の職場体験がありました。

５名のお兄ちゃん、お姉ちゃんが、きじ、さる、いぬ・・に扮し「も

もたろう」の寸劇を見せてくれました。子どもたちは、大喜びです。

０歳児の小さな子どもたちもじっと見つめていました。保育室では、

中学生のおひざにしっかりと入ってどの子も甘えています。給食時

は、スプーンで食べさせてくれました。背中をとんとんして寝かせ

てくれました。けんかの仲裁もしてくれました。一度に話すたくさ

んの子どもの声に戸惑いながら、一人一人の子どもの声を大切に聞

いてくれました。 

 

 

 

 

 

 

中学生の実習記録には、「みんなが自分の所に来てくれて嬉しかっ

た」と記されています。「自分を求めてくれる」という体験は、大き

な喜びであり、自己肯定感が高まった３日間だったのではと思いま

す。「相手の気持ちを考えられました。」との感想にしっかりとねら

いをもって職場体験に臨まれていた５名の中学生に成長の姿が感じ

られました。将来の夢は、「野球の選手」「アイドル」「学校の先生」

「ダンスの先生」「ごはんを作るお仕事」とのこと。将来の夢に向か

って進んでいく５名の皆さんにエールを送ります。（誰かに温かく接

してもらった体験は人生の荒波を乗り越えていく大きな力となりま

すね。どんぶらこっこ    ・・大西） 

 
 
 
 
 
 
 
    

７月１７日（金） ひよこ・くま・らいおん組 保育参加

と講演会 

 
７・８月 川あそび（滝ケ原町・埋蔵文化財センター） 

 

９月１日（火）  引き渡し訓練 15:30 

 

 

８月２２日（土） 大領中町祭り 16:00にじ組出演 

 

9月１8日（金） 松陽運動会 場所：小松総合体育館 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜  
ぽけっと サン   

（月・水・金 AM９:30～） 

１ 月  わらべうた    
ベビーマッサージ 

３ 水 にじ：キッズアート（曽我章講師） 支援室遊び 
（園庭で遊ぼう） 

４ 木 ３．４．5歳児：プール開き  

５ 金 布団の持ち帰り 
支援室遊び 

（園庭で遊ぼう） 

８ 月 さつまいもの苗植え（雨天順延）9:30 わらべうた    
ベビーマッサージ 

９ 火 にじ・つき：親子遠足（芝政ﾜｰﾙﾄﾞ）  

10 水 にじ：よさこい教室 
支援室遊び 
（園庭で遊ぼう） 

11 木 にじ：バス園外 和田山（雨天中止）  

12 金 布団の持ち帰り ミュージックケア 

15 月  栄養士によるお話 

16 火 つき：バス園外 和田山（雨天中止）  

17 水 全児：歯科検診（嘱託医：土肥歯科医院） 支援室遊び 
（園庭で遊ぼう） 

18 木 にじ：花育教室（こまつの杜）  

19 金 
３．４．５歳児 保育参加と講演会 
布団の持ち帰り 

よし子先生と    
リトミック遊び 

22 月  わらべうた    
ベビーマッサージ 

23 火 つき：キッズアート（曽我章講師）  

24 水  支援室遊び 
（園庭で遊ぼう） 

25 木 にじ：お茶教室（武田香代子講師）  

26 金 布団・園庭ズックの持ち帰り 誕生会（身体計測） 

27 土 松陽まつり（場所：松陽こども園） 松陽まつりに参加 

29 月  わらべうた    
ベビーマッサージ 

30 火 にじ：よさこい教室  

 

社会福祉法人大和善隣館 

幼保連携型認定こども園 

松陽こども園 

R８年６月１日  http://www.shoyo-kodomoen.com  mail shoyo@daiwazenrinkan.com 

７・８・９月の主な行事 
～「自然」とたくさん関わっています～ 

 「自然」との関りを通して、日々たくさんの発見や気付きがあります。

その発見や気付きを保育者も共に喜び合い、疑問に感じたことは一緒

に考えていきながら、さらに心動かされる体験が出来るよう、日々関わ

っています。「自然」と触れ合っている時の子どもたちの表情はとても

生き生きと目が輝いています。そんな姿を見ると、保育者自身もとても

嬉しい気持ちになっています。 

 くま組（1，2 歳児） 
手で砂を触ったり、ショベルで
砂をすくったりして砂の感触を
味わっています。 

 ひよこ組（０，１歳児） 
マットに座り、保育者のコ
カリナの演奏を聞きなが
ら、心地よい風を味わって
います。 

 ほし組（３歳児）・つき組（４歳児） 
ダンゴムシやかたつむりを飼育ケースに入
れて観察しています。お世話をする中で、生
き物に触れる喜びを味わっています。 

 にじ組（５歳児）・らいおん組（２歳児） 
野菜や花の苗植えをしたり、水やりをしたり
することを通して、どんどん大きくなってい
く喜びを感じています。また、様々な自然物
とのかかわりを楽しんでます。 

ピーピー豆吹けたよ 

タンポポのわたげ♪ 
みーつけた 

http://www.shoyo-kodomoen.com/
mailto:shoyo@daiwazenrinkan.comgmail.com

